
 

ウ

ニ

の

味

 

 

鳥

羽

市

立

弘

道

小

学

校

 

六

年

 

上

村

 

虎

太

郎

 

 

「

虎

太

郎

、

一

緒

に

い

く

か

。

」

 

四

月

、

早

朝

、

船

に

乗

り

こ

む

。

じ

い

ち

ゃ

ん

と

パ

パ

は

ヒ

ジ

キ

刈

り

。

ぼ

く

は

一

人

、

別

行

動

、

貝

探

し

。

 

 

岩

の

下

へ

も

ぐ

っ

て

、

ウ

ニ

を

探

す

。

 

小

さ

な

す

き

間

を

見

つ

け

た

。

ア

ワ

ビ

、

発

見

。

な

ん

と

そ

の

隣

に

は

、

サ

ザ

エ

。

 

「

大

漁

や

な

。

」

 

パ

パ

の

声

が

船

か

ら

と

ん

だ

。

 

「

よ

し

、

次

こ

そ

、

ウ

ニ

だ

。

」

 

気

合

い

を

入

れ

直

し

、

再

び

海

へ

。

 

 

も

ぐ

っ

て

数

分

。

ウ

ニ

、

発

見

。

 

「

よ

っ

し

ゃ

あ

。

」

思

わ

ず

顔

が

に

や

け

る

。

 

岩

の

上

に

す

わ

る

。

 

ウ

ニ

を

石

で

割

る

。

 

市

内

小

学

校

の

部

 

入

賞

 

 



 

コ

ン

、

コ

ン

、

コ

ン

。

硬

い

。

 
手

に

ウ

ニ

の

と

げ

が

さ

さ

る

。

痛

い

。

 

コ

コ

で

負

け

て

は

な

ら

な

い

。

 

ゴ

ン

、

ゴ

ン

、

バ

キ

ッ

。

 

「

よ

し

。

」

 

穴

が

開

い

た

。

 

そ

の

穴

に

指

を

入

れ

込

ん

で

、

手

で

割

る

。

 

一

瞬

に

し

て

、

海

の

に

お

い

に

包

ま

れ

る

。

 

手

で

ほ

じ

く

り

出

す

。

 

黄

色

い

、

ね

っ

と

り

し

た

、

や

わ

ら

か

な

、

と

ろ

と

ろ

し

た

ウ

ニ

。

 

急

い

で

口

に

放

り

込

む

。

 

め

っ

ち

ゃ

濃

厚

な

ウ

ニ

の

あ

ま

さ

が

口

の

中

に

広

が

る

。

「

う

ま

い

。

」

 

幸

せ

の

ひ

と

と

き

。

 

「

相

差

に

生

ま

れ

て

よ

か

っ

た

。

」

と

思

う

瞬

間

だ

。

 

 

で

も

、

四

月

の

海

は

寒

か

っ

た

。

 

 


